






































































































































先行研究は X と動詞の関係によって、［［X］動詞連用形］複合語を上記表 1 の 3 つに分類して





















　　私鉄各社がそろって運賃を値上げ / 値下げした（影山1999: 134）

























































と、また一部の動詞に集中している傾向があることである。例えば、「- 殺し」「- 買い」「- 狩り」「-


















（13）* あの人の性格を動物占い / 夢占い / 誕生日占いした
































［［X］V］N は、前項が何らかの要素 X を代入でき、後項が動詞連用形 V に固定していることを示
す。そしてカッコの一番右にある小文字の N はこの構造が名詞であることを示している。矢印




左側の形態の意味 SEM は、X が V と何やらの関係を持っていることを⽰している。12 
 [[X]V]N ↔[SEM X=relation of V] 
[[X]動詞連用形]複合語 
 
[[X]V]N↔[X=modifier of V] [[X]V]N↔[X=internal argument of V] [[X]V]VN↔[X=adjunct of V] 
語根複合語       内項複合語          付加詞複合語 
 
[[X]V] ↔[X=location of V]  …  [[X]Vi]N↔[X=theme of Vi]  [[X]Vt]N↔[X=theme of Vt]   …  [[X]V] ↔[X=method of doing V]    … 
 
[[X]焼き] ↔[X=]producing area of 焼き(china)]   …  [[X]崩れ]N↔[X=theme of 崩れ]   …   [[X]拾い]N↔[X=theme of 拾い]   …   [[手]Vt]N↔[doing V by 手]          … 
 
有田焼 美濃焼 笠間焼…          崖崩れ  値崩れ…           ゴミ拾い  栗拾い…     手作り 手焼き 手ごね… 
















便宜上、形態に基づいて N で⼀括する。また、紙幅の都合上、⼆段⽬以降の「SEM」は省略する 


















































（15）［［X］たて］N ↔ ［X をたてる］モノ























（15）[[X]たて]N ↔ [X をたてる]モノ 










[[X]V]VN ↔[SEM X=Cause of V] 
 
[[X]太り]VN ↔[X=太る原因]   [[X]酔い]VN↔[X=酔う原因] 
 
ビール太り 水太り 中年太り 冬太り…   車酔い 船酔い15 乗り物酔い 宇宙酔い… 


















3 つの特徴は無標である。つまり、この 2 つの内項複合語は「ゴミ拾い」よりも内項複合語とし
ての典型性がやや下がっている。「猫可愛がり」は動名詞として用いられるほか、意味も不透明












付加詞複合語は表 2 にはないが、内項複合語より様々な X と結合し得る点で、そもそも内項
複合語より語根複合語に近い特徴を持つと思われる。但し、X が語根複合語ほど自由ではなく、
















ゴミ拾い － － － －
人殺し － － － +
粉落とし － － + －
猫可愛がり － + + －
枕返し － － + +
































                  
               [[原因]太り]    [[対象]替え] 
            中年太り         虫干し 
    人形焼  異臭騒ぎ     手作り          ゴミ拾い 
ビール太り      粉落とし 
猫可愛がり 
 
    語根複合語       付加詞複合語        内項複合語 
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1  外項（external argument）は「受取人払い」などごく一部の例を除き、一般的に動詞と複合できないとされ
ている。





3  英語の story-teller や can opener もそれぞれ人、道具を表すが、語根複合語ではなく、動詞由来複合語と位置
付けられている（竝木1985、杉岡・小林2001）
4  由本（2009a）の主張による。
5  国立国語研究所『複合動詞レキシコン』Web データに基づく複合動詞用例データベース『日本語複合動詞リ
スト（ver.1.3）』（陳・松本2018も参照）
6  「替わり」が接尾辞化していると考えれば、「挨拶替わり」は派生語と見なすことも可能である。










13 紙幅のため、連用形「continuative form」を V と略す。また、語根複合語と付加詞複合語は一部略して表示
しているもの (…) がある。
14 伊藤・杉岡（2002）が指摘したように、「宛名かき」「宛名がき」のように連濁の有無で意味が変わるものもあ
る。
15 「船酔い」は音韻的にも「ふねよい」ではなく「ふなよい」となっており、付加詞複合語としての非典型性を
示している。
16 直接「- する」をつけ、動名詞として用いられる内項複合語は（4）に見たように条件付きのものであること
からも、そのような内項複合語は典型的な内項複合語ではないと考えられる。
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